
U.D.C.る21.1る5:る21.占34

寓士製鉄株式会社室蘭製鉄所納

軸流送風機用9′000kW蒸気タービン
9,000kW Steam Turbine forTurbo Blower Driving,

SuppliedtoFujiIronandsteelCo.,Ltd.

阿 部

_Isao
Abe

功* 滝 川 和 夫*
Kazuo Takigawa

鉄株式会社室 …閑 納所鉄

内 容 梗 概

軸流送風機駆動用如00kW蒸妄もタービンは同一仕様のものを2台受注し,

5号機は昭和36年4月,6号機は同年5月に営業運転にはいった｡本タービンは先に同社広畑製鉄所に納入

した7,800kWタービンをさらに改良発展せしめたもので,わが国の最大級のものであり,同時に日立製作所

の記録品でもある｡以下本タービンの構造および現地の性能

1.緒 言

の所鉄 体質改善のため高性能の大容量軸流送風機が続々と

新設されるようになった｡本タービンは,先に富士 鉄株式会社広

鉄所に納入した7,800kW軸流送風機駆動用タービンに引続い

て設計製作した新設計タービンである｡既納7,800kWターーピソ甲

実績と日進月歩の新鋭火力発電タービンに採用されている最近技術

を十分に取り入れた本タービンは工場運転並びに現地営業運転の結

果きわめて 秀な成 を納めることができた｡

計 画

本ターピソほ使用日的が

の諸点に特に

高炉用軸

訂 作した｡

駆動用であるため,次

(1)高炉所要風量の変化に伴い使用回転数が広範I一郎こ射ヒする

ため,使用範囲全域にまったって安定した高性能を発揮するよう,

制御装置,潤滑油装置を計画し,また,ロータ,ブレードなどの

回転部分に共振による振動を生じないように留意した｡

(2)高炉は連続操業をするためその耐久力に重点を置き,絶対

タービンの停止するようなことがないようにした｡

(3)製鉄所全体の熱効率向上のため,ターピソ効率を高くし

た｡

タービン仕様を弟l表,タービンおよび送風機断面図を弟1図,

外形写真を第2図にそれぞれ示す｡

験の結果について述べる｡

第1表 タ ー ピ ソ 仕 様

3.構 造

3.】タービン車室

タービン申室の設計｣二留意した点は熱応力の除去およぴ

が変化し,熱膨脹の変化が じた場合でも,常に

lト∵l

室中心が不変に

なるようにしたことである｡

車重は高低圧2車室に分れ,それぞれの端で垂直継手により結合

して一体になっている｡高圧車重は蒸気室と一体構造になってお

り,各部寸法および肉厚は急速起動並びに運転状態の変化によって

生ずる熱応力を最小にするように設計されている｡高圧車重の材料

には,クローム･モリブデン鋳鋼を採用し,鋳造後完全なる熱処理

を行ない,放射線検査,磁気探傷検査などの各種非破壊検査を施行

第1図 タ ー ビ

*
日立製作所日立工場

図面断機風送びよおソ
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第2国 運転中の5号機(手前側),6号機(向う側)タービンおよび送風機

なした∵低圧申室ほ鋳鉄製で排気損失を極力少なくするような曲面

を持たせているとともに上部申室にほ大気放出弁を備えている｡

3.2 買およびロータ

送風機駆動用タービンほ発電用タービンと比 してその使用回転

数が広範囲にわたって変化するので,翼およびF･-一夕の振動に対し

て特別の注意を払った｡すなわち巽の振動に関しては,使用範囲に

おいて共振を生じないように厳密な計算のもとに巽形および寸法を

決定している｡またタービンロータは共振点を使用回転数以下に

し,同時にホワリソグ現象の生じないように各部寸法を決定した｡

異材には13Crステンレス鋼を使用し,加工前に超音波試験,磁気

探傷 験を行ない,また,完成品についてさらに磁粉試験を行なっ

て表面付近の欠陥を厳重に検査した｡ロータシヤ~7トはディスクと

一体のソリッドロータで,材料としてほCr-Mo-Ⅴ鋼を使用し,運

転中の熱ひずみによる振動を防1ヒするために高温安定試験を行な

い,また,きわめて厳重な動的釣合試験を施行した｡

3▲3 ノズルおよびダイヤフラム

ノズル形状は異形と同様にタービン効率に影響するところ大であ

る｡本タービンには最も効率の高いネガティブノズルを採用し,高

温部ほ熔接式,低温部は鋳込式とした｡ノズル材料としては,高温部

1,2段には15CrMoステンレス鋼を,それ以下の高温部には13C

ステンレス鋼を,低温部にほ高級仕上鋼板を使用した｡ダイヤフラ

ムは熱膨脹が生じてもその中心が狂わないように特殊な支持方法で

車宝に取り付けてある｡

3.4 ラビリンス′くッキング

タービン効率を向上させるためにほタービン高圧部からの蒸気の

流出を少なくし,また,低圧排気室への外部空気の流入を防止すると

同時に各段落相互の蒸気の流通を防止することがたいせつである｡

このため,タービン前後部のロータ貫通部およびダイヤフラムのロ

ータ貫通部にラビリンスパッキンが使用されている｡各パッキング

は,4個または6個のセグメントからなっており,セグメントは板バ

ネによりパッキングみぞの肩部に押しつけられ,さらに板/ミネはリ

テーナによって保持されている｡パッキングみぞの形状ほ蒸気の通

過をさまたげるように特殊な形を採用し,またロータとセグメント

の間げきは極力小さくしてある｡くし歯の材質はモネルメタルまた

は鉛入りニッケル黄銅を使用し,かつ前述のように板バネで押えて

あるので,万一くし歯とロータが接触してもロータは損傷しない｡

3.5 軸 受

3.5.1ジャーナル軸受
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ジャーナル軸受は球面底を持つ鋳鉄製ライナケーシ

ソグとパピツトで裏付けされたライナよりなり,ロー

タおよび軸受の分解組立に便利なように水平面で上下

に分割してある球面座を使用してあるため,車重の中

心とロータの中心が多少狂うことがあってもジャーナ

ル面とパピツト面は常に平行を保持し,完全な潤滑を

行なうことができる｡また,/ミビット面にはホワリソ

グ止めの特殊圧力形油みぞがつけてある｡

3.5.2 主推力軸受

主推力軸受にはテーパランド形を採用している｡タ

ーピソ前側ジャーナル軸受と一体構造になっているの

で,球面座により常に自己調整作用が行なわれて推力

面に均等な荷重が掛るようになっている｡推力はター

ビンロータに生ずる蒸気による熱力学的な推力と,タ

ービンと送風機を結合している歯車式かみ合い継手の

歯面に生ずる摩擦力による軸方向推力とが合成された

もので,この値はタービンの運転状態により大幅に変

化するが,その最大値に対して推力軸受は十分な余裕

を特つように設計されている｡

3.d 歯車式かみ合し､継手

タービンと送風機の結合にほ歯ヰ式かみ合い継手を使用してい

る｡この日的は運転状態の変化により生ずる避けられないタービン

および送風機の中心のずれ,および軸方向の伸びの変化を吸収して,

両者に無理な力が加わらないようにし,安全静粛な運転を行なわし

めることにある｡継手の材質はNi一{r-Mo鋼で,歯面を高精度歯切

盤で切削し,トルクを掛けた状態で歯面のラッピングを行ない,歯

当り試験機で厳重な検査を行ない,あらゆる運転状態に対して歯面

の損傷が生じないようにした｡

3.7【コーク回転装置

タービンの起動ならびに停止時のロータの熱変形を防止するた

め,ロータ回転装置によりロータを3rpmで回転せしめる｡起動時

にはロータ回転装置による暖機完了後引続き回転暖磯に移行できる

ように自動かん脱装置を備えており,ロータ回転数が上昇するとロ

一夕回転

いる｡

置とロ･一タのかみ合せが自 的にはずれるようになって

3.8 制御装置ならびに保安装置

第3図に制御装置系統図を示す｡主蒸気は主塞止弁および高圧車

窒上部の加減弁を通ってタービンに供給される｡加減弁は送風機の

送風量の変化により,その開度を変えて送風機の定風量制御を行な

う｡加減弁の開度は油圧によって制御されるが,これは定風量制御

装置によって制御される｡

保安装置は準保安装置と保安装置に分れ,準保安装置として先行

非常調速枚を備えており,送風機がなんらかの原因でサージソグに

はいった場合に急激な速度の変動を防止し,また,一方タービンの

速度を一定に保つ作用をする｡保安装置としては非常調速機,危急

断装置,手動

筐,軸受油圧低下

断装置,真空低下 断装置,スラスト摩粍 断装

断装置があり,事故の際,主塞止弁を閉鎖して

タービソを停止させる｡このほか大気放出弁,真空破壊装置がある｡

3.8.1蒸気制御弁

(1)主 止弁

主塞止弁の口的はタービンが危険な状態になると直ちに閉鎖し

て,タービンへの蒸気の供給を断ってタービンを停止させること

にあり,その開閉は油圧によって操作される｡

(2)加 減 弁

加減弁は全部で6個あり,これによりタービンに流入する蒸気

量を加減する｡弁は油圧式サーボモータにより駆動されるカムに
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第3図 制

より開き,/ミネにより閉じる構造で,サーボモータの動きと蒸気

量との関係はほぼ直線になるように設計されている｡

3.8.2 定風量制御装置

定風量制御装 は送風機送風量を測定L,これを電気油圧式制

御弁によって操作シリンダの動作に変換してタービン制御機構中

の定風量制御パイロット弁を操作する｡すなわちもし風量が減少

した場合,制御パイロット弁は上方に押上げられ,油圧がサーボ

モータシリソダの中に供給され,加減弁を持ちあげて 量を増

加し,タービン回転数が増して風量を一定にするようにする｡風

量が増加したときはこれと逆の動作をする｡この場合調速機は先

行非常調速機としての役目を持っている｡定風量制御装置は手動

により制御動作を除外できるようにしてある｡

3.8.3 準保安装置

(1)先行非常調速機

ターピソの回転数が定格の102%(4080rpm)になると回転パ

イロット弁は定風量制御パイロット弁によって定められた位~置に

あるスピードリレー内の圧油を排出ポートに連綿するので,スピ

ードリレーほ次第に下向に動きタービンの加減弁は定風量制御装

置の位置に無関係に閉じられ,タービンが危険な回転数に達しな

いように制御する｡

(2)サージソグ時速度制限装置

送風機がサージソグにはいると危険な状態になるのでできうる

限り急速に脱出する必要がある｡この時先行非常調速機を低い速

度に設定し,すばやくサージソグ領域から脱出する作用を行なう

のがサージソグ時速度制限装置である｡サージングにはいると電

磁弁のソレノイドを励磁し,圧油をこのピストンの下部に送り,

先行非常調速機のパイロットブッシュを持上げ,速度の設定点を

3,200～3,500rpmに低下せしめる｡サージングから脱した送風機

をもとの状態にもどすには電磁弁用ハンドルを引くとシリンダ内

圧油が流出し,これによりピストンを以前の状態に引きもどす｡

3.8.4 保 安 装 置

御
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系 統 図

(1)非常調速機

タービン回転数が4,亜0±1%rpmに達すると作動して主塞止

弁を閉鎖するもので,回転数が上記値に達するとプランジャの遠

心力がバネカに打勝ってプランジャが飛び出し,危急

掛金をほずし急速に主塞止弁を閉じる｡

(2)危急

危急

断装置

断装置の

断装置はバネ動作の油圧切替え弁で非常調速枚が作動す

ると掛金をたたいてはずし,バネによって油圧切替え弁が動作し,

主 止弁のリレーピストンの圧油を逃がし,リレー逃し弁を作動

せしめ,主塞止弁ピストン下部の圧油を排油側に導き,主塞止弁

を閉鎖してタービンを停止させる｡また,手動によっても同様の

動作ができるよう手動トリップレバーが設けてある｡

(3)真空低下警報ならびに 断装置

この装置は復水器の真空が600～570mmHgに低下した場合警

報を発し,さらに500～475mmHgにさがると,油圧機構により

危急 断装掛こ給油している圧油を排油側に逃がし,主塞1ヒ弁を

閉鎖し,低圧タービンロータの過熱を防止する装償である｡また,

軸受浦任低下,スラスト軸受の異常摩耗が生ずると,

ソレノイドが作動して真空低下のときと同様の動作で主

閉鎖する｡

(4)軸受油圧低下警報ならびに遮断装置

断用

1l二弁を

軸受油圧がタービン軸rll心で1.3atgに低下すると警報を発し,

0.7atgに低下すると前述の電磁弁を作動せしめて主薬止弁を全

閉する｡

(5)スラスト摩粍 断装置

タービンスラストの異常 粍によりロータとケーシングの相対

的位置が0.8mm変化すると検出用温度リレー感温部がロータと

接触し,発熱により作動して危急 断用ソレノイドを励磁して主

塞止弁を閉じタービンを停止させる｡

(6)真空破壊装置

本装置は主 止弁閉鎖後タービンを急速に停止せしめるため,
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第2表 5号機蒸気クーピソ保証点

立

(上記蒸気消費率は頁空730mmfIg一定の時)

第3表 6号機蒸気タービン保証点

(上記蒸気消費率は真空730mmHg一定の時)

復水器の真空を破壊するのに用いられ,復水器上部胴体に設けて

ある｡

(7)大気放出弁

真空低下 断装置が万一作動しない場合,ターピソ排気室圧力

が異常に上昇し,車重を破壊するような大事故を発生するおそれ

があるので,車重内圧がある 度大きくなったら自動的に低圧串

弓上部にある大気放出弁を開き蒸気を大気rPに放出する｡

3.9 潤滑油装置

クーピソの制御に必要な油圧を確保し,また,軸受の潤滑のため

十分な潤滑油を供給するために下記の機器が設備されている｡

3.9.1主油ポ ン プ

送風機用タービンは使用回転数が大幅に変化するため,一般に

用いられるロータシャフト駆動抽ポソプはその吐出油量油圧が大

幅に変るため,本タービンには小形タービン駆動の遠心式油ポソ

プを採用した｡制御油EEは14atg,潤滑油圧は1.8atgである｡

3.9.2 蒸気タービン琵区動補助油ポンプ

なんらかの原因により主油ポソプの油量が不足し,油圧が12atg

に低下すると補助抽ポンプが自動起動し,タービンの運転にさし

つかえないようにしてある｡本ポンプの構造は主油ポンプと同じ

で,互換性を持たせてある｡

3.9.3 ターニング用油ポンプ

直流 動機馬区動の遠心式油ポンプで,軸受給油のみまかなうよ

う2.8atgの吐出圧力を持つよう設計されている｡軸受油圧が1.2

atgに低下すると自動起動し,主油ポンプ,補助油ポンプがとも

に停止したときでも軸受の焼損を未然に防止できるようにしてあ

る｡また,タービンロータターニング時にも使用できる｡

4.性 能 試 験

今回納入された5号機および6号機の基本 計は同一であり,ほ

ぼ同時に製作が開始されたものであるが,送風機の使用目的として

共通送風用と第4高炉送風用とがあり5号機は前者,6号機は後者

に使用され,これら送風摸駆動用タービンの保証点は第2表,弟4

囲および弟3表,策5図に示すとおF)である｡いずれのタービンも

現地にて軸流送風機と再結し,高炉送風を行ないながらタービン性

能試験を行なった｡まず蒸気消費率測定試験について紹介する｡

クーピソの性能比校には,保証蒸気消費率と実測蒸気消費

較するのであるが,蒸気消費率の定義は次のとおりである｡

11'.R.
ニ(主蒸気室に流入した主蒸気流量)

を比

(タービン軸端における発生出力)

ターピソ軸端に発生する出力は直接計測することができないの

で,送風機を製作した日立 作所川崎工場が実測したデータにより

出した送風機の所要動力をそのまま使用することにした｡
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タービンに流入する蒸気量は本タービンが無抽気タービンである

ことから主蒸気流量計または給水流量計のいずれの読みを取っても

同じことであるが, 水給

と
｣
ノほの量 が精度が高いので給水量を正と

し,主蒸気流量の読みを副とした｡むろん設計上当然異なってくる

両者の差,すなわちダラソド･シール･レギュレータによる蒸気の

流入または流出,グランド･パッキングよりの蒸気の流出入,グラ

ソド･ユキゾースタによる蒸気の流出などについてはすべて実測か

ら求める蒸気流量すなわちターピソ中で仕事をした蒸気流量を

した｡

4.1蒸気消費率計測方法

5号棟,6号機について弟2表および弟3表に示した各回転数,

出力に対して誇る図に示された系統で個々の蒸気消費量を測定す

る｡蒸気消費率の計算方法は次のとおりである｡

前述の蒸気消費量の定義により蒸気流量の測定は給水流量による
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第8図 6 号 機 補 正 曲 線

(粛叫J/7〟〟(め軸〟〝∬/7β.〝(肋J∫/♂〝万〟〟∬〟

試験時間(日-8引

第9図 5号機性能試験時の計測時間表

試験時間(巳一閃)

第10図 6号機性能試験時の計測時間表

ただし

ため,給水流量計の読みから次式によって蒸気流量を計

ミ
●

Qo=QII,-鋸一釦刀一0ぴガ

ただし Q｡:燕気消型届kg/h

Qlγ:給水流量計の読み(補正ずみ)kg/h

鋸:空気抽出器の所要蒸気量kg/h

如月:グラソド･シール･レギュレータの蒸

気量kg/h

QG且:グラソド･ユキゾースタの蒸気量kg/h

給水流量計は流量計製造者によって 密に校正された

もので,これを給水配管中に取り付けた｡

空気抽出器の所要蒸気量は次式によって計算した｡

Q〟=75.2×Cガ×Jx
,kg/h

ただし A:エゼクタ･ノズル面積総計cm2

P方:エゼクタ･ノズル前の蒸気絶対圧力

kg/cm2abs

Vg:エゼクタ･ノズル前蒸気比容積m8ノ′kg

C月:流量係数

ここで使用したェゼクタ･ノズル面和ま設計値ではな

く製品の検査記掛こより算出した｡エゼクタ･ノズル前

の蒸気絶対圧力は実測することができるが,エゼクタ･

ノズル前蒸気比容積はエゼクタ･ノズル前蒸気温度を性

験用の特設温度計により測定し,蒸気蓑より求めた｡

グランド･シール･レギュレータの蒸気量は主蒸気配

管からグラソド･シール･レギュレータまでの蒸気配管

巾に性能試験用の特設流量測定用のオリイフィスを設

け,オリイフィス前後の圧力および前側の温度を測定し,

次の式によって流量を算出した｡

QG月=75.2×CG月×β

β:

Jもガ1:

l毎月:

j㌔尺2:

C(プ月:

.好:

.打+1
g,kg//h

オリイフィス面積cll12

オリイフィス前の蒸気絶対圧力kg′/cn12abs

オリイフィス前の蒸気比容桔m3/kg

オリイフィス後の蒸気絶対圧力kg/′cm2abs

流量係数

係 数

オリイフィス面積はエゼクタ･ノズル面積と同様に製品の検査記

録により算出し,オリイフィス前の蒸気比容積は蒸気表より求める｡

係数老は蒸気の定圧比熱と定積比熱の比であり,オリイフィス前の

蒸気状態から算出する｡

グラソド･ユキゾースタの蒸気量は次式によって計算される｡

rニ〕･.J
Jもβ1之-fも茸22

ニ･JトJ･l●.､/ ,kg/h

ただし E:間げきの面箭mm2

月柑1:グランド･シール･レギュレrタ･ライソの蒸気

圧力kg/cm2abs

j七β2:グランド･ユキゾースタ･ライソの蒸気圧力

kg/cm2abs

l七月1:グラソド･シール･レギュレータ･ライソの蒸気

比容積ma/kg

こ: ラビリレスのくし歯の数

タービン軸とラビリレスパッキソグとの間げき面積は現地におけ

るタービン組立時の実測値からこれを求め,グランド･シール･レ
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ギュレータ出口の温度は主蒸気がグランド･シール･レギ⊥レータ

内で仕事をしないから等エレタルピで減圧されるものとして蒸気温

度を求め,蒸気塞から,グランド･シール･レギュレーク･ライソ

の蒸気比容積を求める｡ただL,タービン前側および後側ラビリソ

スの径および間げき,ラビリンスくし歯の数等が異なるので各々に

ついてグランド･ユキゾースタへの蒸気量を計算L,それらの和を

用いる｡

以上のようにして蒸気消費量が求められるが実際の運転状態の蒸

気消費量を定格状態に換算するために5号機,6号機の各出力につ

いて補正を行なわねばならない｡その補正係数を第7,8図に示す｡

蒸気消費量の補正は次式によって行なう｡

QX=QoxCpxC£×C℡×C花

ただし QX:補正蒸気消費量kg/h

¢0:蒸気消費量kg/h

Cp:主蒸気圧力による補正係数

C£:主蒸気温度による補正係数
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C¢-:排気室真空度による補正係数

C花:回転数による補正係数

排気室真空度および回転数は水銀絶対

真空計および精密振動形回転計により計

測した｡

蒸気消費率は下記の式で求めることが

できる｡

W.R.二
¢X

ただし W.R.:蒸気消費 kg/kWb

QX:補正蒸気流量kg/h

5:タービン軸出力kW

ターピソ軸端出力は軸流送風機側の空

気圧縮に要求される動力と軸受損失など

の和を使用する｡

4.2 性能試験およぴその結果

性能試験は富士製鉄株式会社室蘭製鉄

所立会のもとに5号機は昭和36年3月27

日より30日にわたり,また6号機は昭和

36年4月25日より26日まで行なわれた｡

その結果を次に述べる｡

性能試験は1時間試験中と約同一状態

で連続運転を行ない,安定した運転状況

になったことを確認した後に30分の測定

時隔で5点の測定を行なった｡ゆえに1

回の試験所要時間は制定1時間,計測2

時間計3時間を基準とした｡ 験中はで

きうる限り計画値に近い状態で運転し,

測定員はタービン側4名で測定を分担

し,各担当測定は同一人とし個人差によ

る読取り誤差を避けたが,一部読み違い

などの不注意にもとずく間違いを防止す

るために2重チェック方式を施行した｡

験時の計測時問表は第9,10図のと

おりである｡

以上計測値およびその結果をまとめた

ものが弟4表,弟11囲および弟5表,策

12図である｡

5号秩は共通送風および第4高炉送風

に使用されるものであるが,通常使用さ

れる共通送風用について性能試験を行なった結果が弟4表,弟11図

に示すとおり非常に好い成績であり,裕庭内に十分はいっていたた

め,富士製鉄株式会社殴のご了承を得て第4高炉送風状態の性能試

験は行なわず,5号機の性能は共通送風時の成績で表わすこととし

た｡また,参考用として最大出力9,000kW時についても測定を行

なったがその結果は参考値として示してある｡

6号機は第4高炉送風用の専用機であり軸流圧縮機もそのように

整が成されており,性能試験の結果は弟5表,弟1】図に示すとお

り,ほぼ5号機と同じ結果が得られた｡また7,000kW時の性能も

参考用として計測した｡

上記の性能試験結果は送風機側の保証Lている稼動時の風量風圧

の状態で試験されたため,タービン出力が計画状態からわずか変化

した値となっているが,この出力の計画値への補正は非常に多くの

計算上の誤差が含まれるので行なわなかった｡保証債との比較は実

測値と同出力時の保証曲線上の点の値で比較したものである｡総合

補正係数がきわめて1に近いことは蒸気消費率試験が保証条件に近
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率

保証債に対する裕度

kW

rpm

kg/kW･h

年 月 日

時 分

kW

rpm

kg/cm2g

白C

kg/cm2g

mmHg

kg/cm2g

OC

kg/h

kg/cm2g

kg/cm2g

kg/h

kg/cm2g

kg/cm2g

mmHg

kg/h

t/h

t/b

6,300

3,710

3.67

士5%

36-3-29

13030/

へノ15030/

7,172

3,775

58.0

473.5

23.0

733.5

12.1

313,8

202

58.0

58.0

0

0.14

0

-10

117

27.8

26,230

0.995

0.993

1.004

1.003

0.9955

26.370

3.68

-0.82

7,850

3,980

3.76

士5%
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733

12,1

312
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0.995
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31.130
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3,400

3.67

±5%
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0.995
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9030l

～11D30′
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3,340

58,1

466
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315
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18.3
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1.012
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3.64

-1.07

(参考)
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13030′

～15030′

8,884

4,000
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469.2

28.5

727

12.1

313

202

59.5

59.5

0

0.12

0

-25

110

35.2

34,312

1.000

0.987

0.992

1.000

0.979

33.520

3.79

い所で行なわれ,しかもきわめて正確に行われたことを示している｡

蒸気 費率は5号機については裕度限界より約6%,保証値より

約1%も良い結果が出ている｡6号機では裕度限界から約6～4%,

保証値より1～2.5%良い結果である｡

5号梯のタービンおよび送風機の軸受振動は弟占表に示すとおり

非常に小さく,実用上完全にバランスがとれているといってもさし

つかえない｡

軸受温度についても給油温度は43～4アCでありタービン前側軸

受で53～580C,タービン後側で52～590Cとなっており,いずれも

制限値に対して十分な余裕があることが明らかである｡

そのほか,保安装置,準保安装置の試験についてもなんら問題な

く当初の計画どおりに作動し,また主油ポンプと補助油ポンプの切

替えも全くスムースに行なわれることが確認できた｡

5.結 R

以上富士製鉄株式会社室繭製鉄所納軸流送風機駆動用9,000kW

Vol.44 日 立

第5表 6旨機性能試験記録平均値一覧表
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第6表 5 号 機 軸 受 振 動

蒸気タービンの構造ならびに現地運転結果について記述した｡わが

国の最大級の記 品である本タービンが予期以上の優秀な成績を収

め得たことはわれわれの大きな喜びとするところであり,今後のこ

の方向の発掛こ寄与するところ大であると考える｡最後に,本機の

製作並びに現地試運 に際し,終始懇切なご指導をいただいた富士

製鉄株式会社室蘭製鉄所の関係各位の方々に深く感

評 論

昭和3d年度における日立技術の成果

新年特集増大号

No.1

本誌の新年号は,毎年｢日立技術の成果｣として広く愛読者諸兄より多大のご好評をいただいております｡昭

和37年度の新年特 増大号(Vol.44No.1)も恒例により"昭和3d年度における日立技術の成果"号として発行

することになりましたじ

なにとぞ引きつづきご愛読くださいますよう,お願い申しあげます｡

43

晋 する｡




